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私は、食べることが大好きで、楽しみの大

半を占めています。年齢を重ねて、食べる量

は減ってしまいましたが、それでも楽しみ

であることに変わりはありません。 

一般的に「食べる」＝「生きる」と言われ

ていますが、「食べる」を辞書で引いてみる

と、①食物をかんで、のみこむ、②暮らしを

立てる、生活する、と少なくとも２つの意味

が載っております。まさしく「生きる」こと

そのものだと思います。そして、私は、口か

ら食べて、栄養を摂取することが、生きる上

で重要だと思います。 

２００９年６月に「最期まで食べられる

街、新宿」を目指して、新宿食支援研究会が

発足しました。今では、在宅療養者の食環境

と栄養の改善を目的として、２０のワーキ

ンググループが構成され、さまざまな角度

から、日々研鑽に励んでおります。新食研の

キーワードである「口から食べる＝生きる」

ことへの取り組みは、本当に素晴らしいこ

とだと思います。 

私は、成年後見業務を遂行するにあたり、

新食研で学んだことをヒントに、認知機能

が低下してしまった方の代弁者となり、

様々な制度を勉強し、見つけて、そして専門

家へつなぐ等、地域の方が「食べていく＝生

きていく」ことに貢献してきたいと思って

おります。 

 

（司法書士 渡邉 太一） 

 

 

繋がりをつくることとは？ 

第１回 NPO法人介護者サポート 

ネットワークセンター・アラジンの活動 

アラジンは、介護に携わる家族を支援す

ることを目的に 2001 年に設立した市民団

体で、あらゆる活動を行っています。 

今回は、歯科衛生士である私の専門職か

ら見た介護者と、介護者をサポートするア

ラジン側から見た介護者の対応の違いを、

「介護者の会」で体験したことを元にお話

します。 

「介護者の会」は、介護している人が月に

一度集まり、日頃の介護の状況や悩みを共

有したり情報を交換したりする場です。涙

もあったり、笑えないことを笑いあったり

できるのは、同じ「介護者」の立場だからで

しょう。何回か参加すると連帯感が生まれ、

安心して話すことができて、息抜きの場に

なっているのを感じます。 

ある時、その会でご主人を長い間介護し

ている奥さまが、「たくさん残っているお父

さんの丈夫な歯、全部抜いて総義歯にして

しまいたい！」と言いました。会の参加者は、

彼女が献身的に、そして丁寧に介護をして

いましたが、最近になって精神的に追い詰

められ、大変疲れていることを知っていま

した。月に一度の会で、辛い思いを吐露した

のです。この時、私は、歯科衛生士の立場を

横に置き、ぐっとこらえて何も言わずに耳

を傾けていました。【 次号へ続く 】 

（歯科衛生士 河相 ありみ） 
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利用者を救う！ 

現場ヘルパー・介護職による食支援 

~新食研１丁目１番地ヘルパーWGの挑戦 

介護福祉士 清村 幸弘 

口から食べら

れなくなる、栄養

状態が悪くなり

はじめるといっ

た兆候は、生活の

中から出てきま

す。医療者につな

がる時には、状態

が重度化し、顕在化してしまってからのこ

とが多いです。早い段階からケアに関わる

ことができれば、防止することができます。

介護現場の第一線で活躍しているヘルパー

や介護職員が利用者の変化を見つけ、専門

職につなぐことによって食べ続けられる街

はできるはずです。 

そこで、ヘルパーＷＧでは、外部向けの研

修を企画しています。それも新食研のスロ

ーガンである「ＭＴＫ＆Ｈ」のすべてを網羅

する研修の内容となっています。研修内容

は、初級・中級・上級と３段階設定しており、

初級編では「見つける」、中級編では「つな

げる」、上級編では「結果を出す（実践でき

る）」介護職を

育成するプロ

グラムとなっ

ています。 

初級編は、

ハッピーリー

ブスに講師を

依頼し、歯科

衛生士・管理

栄養士の視点

から介護職に

気づいてほしいポイントを挙げて「見つけ

る」人づくりをテーマとして行っています。 

中級編は、ハッピーリーブスとファンタ

ジスタに講師を依頼し、歯科衛生士・管理栄

養士・理学療法士・福祉用具専門相談員の４

職種の視点から、初級編で気づいた後に、適

材適所につなぐポイントを挙げて「つなげ

る」人づくりをテーマとして行っています。

ここでは「食支援つなげるシート」を作成し

ます。これは、現場の介護職が「食」の場面

で気づいたことを具体的にどのような状態

か把握でき、そのような状態のときにどこ

に（誰に）つなげればよいかわかりやすくし

た現場で使うチェックシートです。 

 上級編は、中級編と同様に、ハッピーリー

ブスとファンタジスタに講師を依頼し、現

場で異変に気づき、専門職につないだ後、各

専門職にアドバイスをもらいながら、介護

職でも継続できる支援の実践（演習）を取り

入れ、「結果を出す（実践できる）」人づくり

をテーマとして行います。 

 現場で生活を支えている介護職の「食」に

対する意識が向上すれば「最後まで食べら

れる街づくり」ができるのではないでしょ

うか。今後も新宿区内のヘルパーやデイサ

ービス職員等を対象とした研修会を通し、

新宿の「見つける」「つなぐ」「結果を出す」

人材づくりをしていきます。 


